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	 クライオ電子顕微鏡を使用する機会は得られなかったが、電子顕微鏡グリッドを親水化処理するため

の GloQubeを利用することができた。この装置はアミルアミン雰囲気下でのグローディスチャージの最
適条件を決定するに当たり、再現性が良かった。このグリッドを使い、超高圧電子顕微鏡センターの

Titan-Kriosを用いて、Vitrobotによる凍結条件の最適化ができ、高分解能でのクライオ電子顕微鏡像を
収集する上で役立ったので感謝しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


